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１．研究計画の概要 

労務管理が生成し成立してきた条件を明

らかにすることを主たる目的として、研究組

織の編成と、年度別の研究計画を以下のとお

り策定した。 

Ａ 研究組織は、7 つの個別事例の分担を決

めるとともに、「職業世界」の諸要素をその

機能に注目して一般化する予備作業と、「職

業世界」と労務管理の相互関係を規定する中

心的な要素を検出する作業については、4 つ

の作業グループを編成して、研究遂行の分担

と責任を明確にした。 

Ｂ 年度別計画は、まず平成 20 年度に、(1)

労務管理に関係する諸要素の洗い出しを先

行させ、(2)諸要素の一覧表および相関図を仮

に描出し、また(3)関連する研究者との交流お

よび研究の妥当性のチェックを受けること

とした。 

平成 21 年度は、(4)各事例に即して「職業世

界」を再構成することに力点をおくとともに、

(5)研究成果の中間的な発表にも注力するこ

ととした。平成 22～23 年度は、残された計

画項目((6)「職業世界」と労務管理の相互関

係の变述、(7)女性･少年および移民に関する

準備作業、(8)諸要素の一般化と比較労務管理

史の基準設定に取り掛かるとともに、研究成

果の公開と交流、外部からの評価･助言をさ

らに進めることとした。 

平成 23 年度はこのほかに、(9)「生活世界」

再構成のために必要な要素の仮設にも予備

的に取り組むが、本格的には本研究の次のプ

ロジェクトに委ねることが予定されている。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)「職業世界」の特徴的な７事例を再構成し
て、それと労務管理との相互関係を事例内在
的に变述した。 

(2)各事例で再構成された労務管理現象に共
通に作用する諸要素を抽出し、そこから比較
労務管理史の基準を仮設した。 

(3)その他、1.に記載した計画の諸点について
公開可能な成果を獲得した。 

(4)上記(1)―(3)の成果についてはすでに、
2009 年社会政策学会パネル、2010 年経営史
学会パネル、および 2010 年の国際シンポジ
ウム等で発表するとともに、学術雑誌に随時
掲載されている。 

(5)それらの成果をもとに内外の関連研究者
の助言と評価も得て、研究の取り纏めの方法
を検討する段階に到達している。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
 （理由） 
 当初の研究計画が綿密かつ妥当なもので
あったことに加え、研究代表者、研究分担者
および連携研究者のいずれにも大きな故障
なく研究を遂行できたため、計画事項のほと
んどについて、予定通りの成果をあげている。
比較基準の仮説については、内外の研究者の
協力も得て、当初の計画以上の成果をあげて
いる。唯一、計画通りに達成できなかったの
は、平成 22 年度に予定されていたイギリス
での史料調査で、先方の人員不足と異動のた
め、予定していた 22 年度中に実施できなか
ったが、23 年度中に実施して、この点に関し
ても完了する目途が立っている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
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る準備作業と(9)「生活世界」再構成の要点の

仮設は密接に関係するので、既に仮設されて

いるいくつかの論点、ことに職業世界への包

摂･統合の条件に関して、明らかにされた事

実も踏まえて、検討を進める。なお、ここで

も前年度までの主たる論点であった、経営者

によって認識されていない要素がいかなる

作用を示すかに注目する。 

 計画項目(8)諸要素の一般化と比較労務管

理史の基準設定については、これまでに解明

された諸事例に適用できる基準を設定し、併

せて諸要素を労務管理上の機能･逆機能の面

から整序する。 

 最後に本研究全体の成果の取り纏めとし

ては、①平成 22 年度後半に実施された、熟

練労働者の再定義と労務管理問題の生成に

関する国際シンポジウムの成果を翻訳して

学術雑誌に公開する。②この研究の公開可能

な成果と、今後さらに研究すべき残された課

題とを仕分ける作業を 23 年度後半に合宿研

究会等で行い、③公開可能な成果については、

本プロジェクト終了後の書籍刊行の計画を

具体化する。この過程では、関連書分野の内

外の研究者から助言と評価を得ることを予

定している。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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小野塚知二「19 世紀後半イギリス機械産業に
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Spring Conference, 2009. 
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